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平成１９年度 佐賀県立佐賀商業高等学校 学校評価表

１ 学校教育目標 （長期教育目標）

経済社会の各分野で活躍できるように、学校生活のあらゆる機会を通じて商業人として必要な知識や
技術を習得させ、生徒の心身を鍛練する。

２ 学校経営ビジョン （中･短期教育目標）

・ 授業と部活動を真剣に」をモットーに文武両道の教育を推進する。「
・基本的な生活習慣を身に付けさせ、心身ともに健全な生徒を育成する。
・キャリア教育（生徒一人ひとりの勤労観や職業観を育てる）を推進し、地域社会や日本経済の発展

Ａ：十分達成しているに寄与しうる商業人を育成する。

Ｂ ： おおむね達成できてい
る３ 本年度の重点目標 ４ 前年度の成果と課題

あたりまえのこと(基礎･基本 をあたりまえに！ Ｃ：やや不十分である「 」 、 。） ・学校行事の在り方を検討し 授業時間を確保する
Ｄ：不十分である・明るい挨拶、気持ちの良い挨拶をする ・進路保障の充実を図る。特に進学体制の確立を目

・朝の１０分間読書の推進 指し指導の強化を図っていく。
・授業と部活動を真剣に ・生徒指導において学年主任・教育相談係・保健係
・高校生らしい身だしなみ との連携をさらに密にする。
・身の回りの整理整頓

５ 総括表

評価の観点
領域 評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題

（具体的な評価項目）

学 校 経 営 ・本年度重点目標の周知 ・ 教 職 員 、 生 徒 、 ・職員会議や全校集会等で説明する。 ・ 学 校 便 り 、 後 援 会B
方針 保護者に周知する。 ・学校便り、後援会総会、学級懇談 総 会 、 ホ ー ム ペ ー ジ

・ 周 知 度 を ％ 以 会等の折りに周知し、具体的取組 を 等 で 紹 介 し 、 概 ね 周85
学 上にする。 説明する。 知できた。

教 職 員 の ・授業研究の推進 ・教師一人当たり、 ・指導方法の工夫・改善のために、 ・ 生 徒 ・ 教 師 共 に 授B
資質向上 年 １ 回 以 上 研 究 授 各 教 科 で の 研 修 や 研 究 の 充 実 を 図 業 に 取 り 組 む 姿 勢 が

業を実施する。 る。 前年よりも向上した。
校 ・何時でも公開授業ができる体制づ ・ 生 徒 の 要 望 も 考 慮

くり し て 、 教 材 の 精 選 を
図る。
・ 知 的 財 産 権 に 関 す
る 授 業 を 公 開 し 校 内
研修会の実施した (商。

運 業)
・ ﾊﾟ ｿ ｺ ﾝを 用 い た 授 業
の 回 数 を さ ら に 増 や
し て い く こ と が 課 題
である。

営
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・ 社 会 の 変 化 に 対 応 し た 教 ・ 年 に １ 回 は 研 修 ・県教育委員会主催の研修や教育セ ・ 研 修 に つ い て は 、B
育の実践 を受講する。 ンター研修等を活用し、教育環境 の ５ ・ １ ０ 年 経 験 者 研

変化に的確に対応できる教員の 育成 修 、 人 権 ・ 同 和 教 育
を図る。 関係、生徒指導関係、

各 教 科 部 会 関 係 の 研
修 に つ い て は 参 加 し
た 。 た だ 授 業 確 保 と
の 関 係 等 で 自 ら の 研
修希望が少なかった。

開 か れ た 学 ・１日体験入学の実施 ・ 中 学 生 の 参 加 者 ・ 総体実施であるので、内容を変更 ・ 多 く の 生 徒 が 参 加19
校づくり 数 を 、 昨 年 並 み を して体験入学を実施する。 し 、 所 期 の 目 的 は 達A

目指す。 成 し た が 、 受 入 数 は
・中学校における学校説明会の充実 飽 和 状 態 で あ り 、 体

験 形 態 に つ い て 検 討
が必要である。

・家庭や地域への情報発信 ・ 周 知 度 を ％ 以 ・学校のホームページや「鯱の門だ ・ 後 援 会 総 会 や 地 区85
上にする。 より」を通じて、学校の情報を公 表 保 護 者 会 等 で 周 知 をC

し、月に１回は内容を更新する。 図ったが、 や｢学校HP
・確認証を（受取証）の発行・受取 便 り ｣で は 、 ま だ ま だ

周 知 （ 確 認 方 法 等 ）
を図る必要がある。

・ 学 校 施 設 や 教 育 資 源 の 地 ・ 次 年 度 の 開 放 向 ・学校施設を各種試験会場や地域行 ・ 地 域 住 民 や 地 域 団
域への開放 け て 条 件 整 備 を 行 事等に解放する。 体 へ の 利 用 に 貢 献 でB

う。 ・地域行事に積極的に協力・参加す た。
る。

・ 学 校 評 議 員 制 度 等 を 活 用 ・ 学 校 評 議 員 会 を ・学校評議員会を学期に１回実施し、 ・学期に１回開催し、
した学校運営の推進 学 期 に １ 回 実 施 す 各委員から出された意見を吟味し、 今年度は創立 周年100

る。 学校運営に反映する。 式 典 や 体 育 祭 ・ 文 化A
・学校評議員に授業を参観していた 祭 に も 参 加 し て い た
だき、意見を聴取し、授業や行事 の だ き 感 動 の 言 葉 を い
改善を図る。 た だ い た 。 今 後 は 、

各 委 員 か ら の 意 見 を
学 校 運 営 に さ ら に 生
か せ る よ う に 、 校 内
連携の充実を図る。

・保護者や地域との連携 ・ 保 護 者 や 地 域 の ・後援会総会時に公開授業を実施す ・ 学 校 開 放 週 間 を 設
人 を 対 象 に 、 ３ る。 け 、 授 業 ・ 部 活 動 をB
回 以 上 、 公 開 授 ・学校開放週間に全ての授業・部活 公 開 し た 。 し か し 、
業を実施する。 動等を公開する。 日 程 等 の あ り 方 も 今

後意見を聞きながら、
調 整 し て い く こ と が
必要である。
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教 学力向上 ・指導方法の改善 ・ 各 教 科 で 分 野 ご ・進度計画や到達度について各教科 ・ 実 技 を 伴 う 面 で は
と の 到 達 度 を 設 定 間で再点検を行い、教材の作成を 行 到 達 は 目 標 値 は 達 成B
し 、 年 度 末 で の 到 う。 できている。
達 度 テ ス ト で 、 ７ また、到達度テストの検討を行う。 ・ 教 科 ・ 科 目 ご と に
０ ％ 以 上 の 通 過 率 進 度 係 を 決 め 、 進 捗
となるようにする。 状況を確認しながら、

育 年 間 計 画 や 到 達 度 に
つ い て 連 絡 を 取 り 合
い 調 整 を 図 り 、 極 力
平 均 ％ 以 上 に な る70
よ う に 取 り 組 ん で い
く。

活 ・ 各 種 検 定 に つ い て
も 、 合 格 率 の ア ッ プ
が今後の課題である。
(英語)
・ 到 達 度 の 低 い ク ラ
ス の 目 標 値 に 近 づ け

動 る た め の 、 指 導 方 法
お工夫も必要である。
・ ﾊﾟｿｺﾝ・ を 使 っDVD
た 授 業 に 生 徒 の 意 欲
は 向 上 し た と 思 わ れ
る。

・ 卒 業 ま で に 全 員
・資格取得 に１種目以上 級の ・カリキュラムを見直す。 ・ ３ 種 目 以 上 １ 級 の1

資格を取得させる。 ・単元毎の確認小テストを実施し、 資格取得者は、B
・ 卒 業 ま で に ３ 種 到達していない生徒には、補講を 実 ① 種目 人、3 41
目 １ 級 以 上 の 取 得 施する。 ② 種目 人、4 26
者 数 を ４ ５ 人 以 上 ・高度な資格を取得させる事で、進 ③ 種目 人、5 16
にする。 学を容易にする。 ④ 種目 人6 10
・ 卒 業 ま で に 情 報 計 人 の 生 徒 が 資93
処 理 科 の 生 徒 全 員 格を取得した。
に 情 報 処 理 １ 級 の （大幅増）
資格を取得させる。 ・ 情 報 処 理 科 (全 体 ）
・ 国 際 経 済 科 の ３ ついては、
年 次 ま で に 、 全 員 ①ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報 級1
に 実 用 英 語 検 定 準 人63
２級を取得させる。 ②ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 級1

人27
③ｿﾌﾄｳエア 人2
④基本情報 人11
⑤初級 人SAD 4

・ 国 際 経 済 科 (全 体 ）
実用英語検定

10 2２級に 人、準
級 人 が 資 格 を 取77
得し た。



- 4 -

進路指導 ・進路希望の達成 ・就職内定率 ・過去の就職先を訪問するなど企業 ・ 企 業 開 拓 も 数 多 く100% A
進学決定率 開拓に力を入れ、今年度の採用の 状 実 施 し 、 求 人 状 況 良100%

を目指す。 況を把握する。 好 な た め 、 就 職 内 定
率 ％達成。100

・ 国 公 立 大 学 合 格 ・進学希望者には１年次より進学補 ・ 国 公 立 人 合 格 、13
者数２桁を目指す。 講を実施する。 目標を達成できた。

・１年次に進路啓発事業の一環とし ・ 国 立 大 学 へ の 志 願
て大学、専門学校、企業等の見学 を 者 が 増 加 傾 向 、 今 後
実施し、早い時期から動機付け を行 は 多 く の 国 公 立 大 学
う。 へ の 合 格 を 目 指 し 、
・公務員希望者へも補講を実施する。 希 望 生 徒 に つ い て ど

こ ま で 個 別 指 導 を 充
実 さ せ ら れ る か が 課
題である。
・ 補 講 体 制 の 更 な る
充実を図る。

・皆勤の生徒を ％ ・ 挨 拶 運 動 も 一 応 定5
生徒指導 ・基本的生活習慣の確立 増やす。 ・ 明 る い 挨 拶 、 気 持 ち の 良 い 挨 拶 」 着している。しかし、「 B

運動を推進する。 一 部 の 生 徒 に 礼 儀 マ
・正しい礼儀作法と服装の端正 ナ ー が 出 来 て い な い
・個別面談の折りに、生活指導も行 生徒が見られるので、
う。 更 に 全 校 集 会 等 で の

徹底を図る。

・ 生 徒 指 導 方 針 の 確 認 と 指 ・ 周 知 度 を ％ 以 ・生徒指導方針を年度当初に職員、 ・ 生 徒 指 導 方 針 に つ80 B
導体制の推進 上にする。 生徒や保護者に明確に示し、定期 的 いては、後援会総会、

にその達成度を確認する。 学 年 会 等 で 説 明 す る
機 会 は あ っ た が 、 今
後 さ ら に 周 知 度 を あ
げる必要がある。
・ 教 職 員 の 共 通 理 解
を さ ら に 深 め る 必 要
がある。

教 ・ 事 後 指 導 よ り 事 前 指 導 の ・ 事 件 や 事 故 の 発 ・事件や事故が起こってから指導す ・ 昨 年 度 に 比 べ 指 導
徹底を図る 生 率 を 昨 年 よ り るのではなく、事件や事故が起こ ら 件数は減少してきた。10 A

育 ％下げる。 ないように事前指導を徹底する。 (特に 年生）2

活 図 書 ・図書館の利用促進 ・貸出冊数 アッ ・新刊案内・お薦めの本など広報活 ・ 総 体 年 度 で も あ10% 19
プを目指す。 動を充実させる。 り 目 標 値 に は 達 し な

動 (一人当たり かった。(実質 冊）2.9
冊→ 冊) ・生徒の学習に必要な書籍を充実さ ・ 各 種 感 想 文 ｺﾝｸ ｰ ﾙの3.2 3.3 B

せる。 入 賞 率 が 高 い が 、 活
字 離 れ が 進 ん で い る
の で 、 読 書 習 慣 を 持
つ 生 徒 層 を 拡 げ る 指
導･広報を進める必要
がある。
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特活指導 ・部活動の振興 ・部活動入部率 ・部活動紹介において映像や実演を交 ・部活動については、90%
を目指す。 えて、興味を引くようにする。 概 ね 達 成 で き た 。 更
・ 高 校 総 体 で 昨 年 ・体験入部期間を設定する。 なる向上を目指す。
同 様 の 優 勝 旗 を 獲 ・部活動編成に未入部者に対して追指 ・ 部 活 動 を 辞 め た 生B
得する。 導を行う。 徒 の 今 後 の ケ ア と 入
・ 部 活 動 時 の ケ ガ ・ 部 員 ・ 指 導 者 研 修 会 を 実 施 す る ・ 部 へ の 働 き か け の 充。
を 減らす。 特色（中学校時代等実績）ある部員確 実。10%

保に努める。

保 健 ・健康診断の事後指導の ・ う 歯 ・ 歯 周 病 疾 ・う歯や歯周病疾患の予防法を周知 ・ 基 本 的 な 歯 磨 き 習C
徹底 患 保 有 者 へ 指 導 を させ、早期治療に対する意識の向上を 慣の徹底を図る

行 い 未 処 置 者 数 を 図る。 ・ 検 査 終 了 後 の 治 療
）10% 1減らす。 ・検診後及び夏期休業前に治療勧告を 率が悪い(特に 年生

実施し、定期的にその達成度を調査す の で 、 来 年 度 は 生 徒
る。 へ の 徹 底 を 図 っ て い

く。

・ゴミの減量化 ・ ゴ ミ の 量 を 昨 年 ・強調週間を設けて各クラスから出 ・ 休 業 中 の ｺﾞ ﾐの 減 量
度 よ り 減 少 す されるゴミの量を定期的に調査し、 化 は 上 手 く い く が 、10% B
る。 実態の把握と改善に努める。 平 常 時 が ま だ 不 十 分

で あ る 。 部 活 動 の 顧
問 の 指 導 も 必 要 で あ
る。
・ ゴ ミ の 持 ち 帰 り は
徐々にできている。

・教育相談体制づくり ・ 不 登 校 生 徒 等 へ ・保健室、学年会との連絡会を通じて ・ 月 １ 回 の 連 絡 会 を
の 支 援 体 制 を 確 立 連絡を密にし、関係職員が共通認識を 開 き 気 に な る 生 徒 の
する。 持って対処できる体制を構築する。 情 報 交 換 を お こ な っB

た。
・ 教 育 相 談 係 と の 連
携強化を図る。
・ 教 職 員 の ｶｳﾝｾﾘ ﾝｸ ﾞﾏ
ｲﾝﾄﾞの向上を図る。

総 務 ・保護者との連携 ・ 後 援 会 総 会 へ の ・教育講演会を実施したり、早めの連 ・ 後 援 会 総 会 へ の 参
参加率を 以上に 絡を徹底する。 加 率 約 ％ で あ り 目75% 70
する。 標を下回った。C
・ 地 区 別 保 護 者 会
への参加率を 以 ・ 地 区 保 護 者 会 の 実50%
上にする。 施 は 総 体 で 実 施 出19

来 な か っ た 。 来 年 度
以 降 に 向 け て 地 区 保
護 者 会 の あ り 方 に つ
い て 、 時 期 等 も 含 め
検討課題としたい
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・同窓会各支部との連携 ・ 最 低 年 １ 回 以 上 ・ 学 校 創 立 周 年 に 向 け て 「 鯱 の ・各支部では、年 回100 1、
の 各 支 部 総 会 の 開 門だより」やホームページで広く報提 の 開 催 は で き 、 周100
催 供を行う。 年 記 念 に 向 け て 協 力B
・ 各 支 部 総 会 へ の ・各支部担当者と連携を密にし、会報 体 制 が 整 い 成 功 裡 の
参 加 率 を ％ 以 上 等の配布回数を増やす。 う ち に 終 え る こ と が10
にする。 出来た。ただ の各OB

支 部 総 会 へ の 出 席 率
が 低 い の で 、 少 し で
も 多 く の 参 加 が で き
る よ う に 呼 び か け が
必要である。

学校行事 ・ 学 校 の 重 点 目 標 に 則 し た ・ 学 校 行 事 の 精 選 ・定期考査後に実施できるものは、定 ・ 分 掌 ・ 教 科 等 の 協B
学校行事の精選 を行う。 期考査後に行い 授業時間を確保する 力 を 得 て 考 査 終 了 後、 。

に 行 事 や 外 部 講 師 等
の実施ができた。

家庭学習 ・家庭学習の時間の確保 ・ 家 庭 学 習 を 毎 日 ・各教科・科目で宿題を出す。 ・ 各 教 科 宿 題 ・ 課 題
２ 時 間 以 上 行 わ せ ・アンケートをとり実態を把握する。 等 出 し て い る が 、 実A
る。 態 や 休 業 中 に つ い て

の 把 握 が よ く つ か め
て い な い の で 、 確 実
に つ か め る よ う な 方
策が今後必要である。
（ 部 活 動 等 の 協 力 体
制も必要である）

学習関係 ・基礎学力の向上 ・ 漢 字 テ ス ト ・ 英 ・実施計画に基づき、事前指導、事後 ・ 漢 字 ･英 語 単 語 テ ス
１ 単 語 テ ス ト の 不 合 指導を徹底する 正副担任の 連携 ト は 難 易 度 の 違 い が。（ ）

格 者 を 各 回 名 以 ・中間・定期考査前の指導強化を図る あ る が 、 正 副 担 任 の10 B
学 内とする。 （ﾎｰﾑﾙｰﾑ時の有効活用） 事 前 ･事 後 指 導 で 不 合

・ 学 習 へ の 取 組 姿 格者を、ほぼ 桁以内1
年 勢 を 身 に つ け さ せ に 抑 え る こ と が で き

る。 た 。 今 後 は 事 前 指 導
の を 度 よ り 意 識 な さ れ

て実施できていた。
教

生活関係 ・基本的生活習慣の確立 ・ 遅 刻 ･欠 席 者 ０ を ・担任（学年主任・副担任含む）と保 ・ 担 任 と 保 護 者 と の
育 目 指 し 、 長 期 欠 席 護 者 と の 連 絡 確 認 を 密 に す る ・ 長 期 連 絡 、 ｶ ｳ ﾝ ｾ ﾗ ｰへ の 相。

者を未然に防ぐ。 欠席者対策として、教育相談やカウン 談 は 必 要 に 応 じ て でC
活 セラー等に相談し早期解決を図る。 き て い た が 、 遅 刻 ・

欠席 については実現0
動 で き な な か っ た が 、

保 健 室 と の 連 携 も 図
り な が ら 、 強 の 出98%
席 率 を 得 た 。 例 年 い
な く 不 登 校 の 生 徒 が
多 く 、 今 後 は 長 期 欠
席 者 に 対 す る 強 化 対
策も必要。
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LHRその他 ・進路希望の達成 ・ 職 業 意 識 ・ 進 路 ・ ﾎｰﾑﾙｰﾑ等を利用し、職業観や仕事に ・ 進 路 に 関 す る
（就職・進学希望） 対する責任を社会の仕組み等を通じて や 学 年 集 会 の 実 施 が
に 対 す る 考 え を 理解させる （ビデオ利用 ・進路発行 予 定 通 り い か ず 、 明。 ） B

明 確 に す る こ の就職ｶﾞｲﾀﾞﾝｽを利用する 確 な 進 路 意 識 や 進 学100%
と に よ り 、 早 く か ・人間関係の必要性や社会に適応でき に 対 す る 早 期 意 識 付
ら の 学 習 計 画 や 進 るための人間とは、どのような人物か け を 十 分 行 う こ と が
路 希 望 達 成 の た め を テ ー マ を 設 け て 理 解 さ せ る （ 学 年 できなかった。。
の手立てを考える。 集会・ 利用）LHR

・部活動の活性化 ・ 以 上 の 部 活 動 ・部活動は教育の一環であるというこ ・ 各 機 会 あ る ご と 入90%
加入率を目指す（文 とを意識させ、競技者・選手である前 部 率 の ｱ ｯ ﾌ ﾟ を 担 任 団B
武 両 道 の 実 現 を め に、佐賀商業の生徒であることを、根 を 中 心 に 図 っ て き た
ざしながら） 底 に 学 校 で ﾘｰﾀﾞ ｰ ｼ ｯ ﾌ ﾟを 発 揮 で き る 部 が 、 中 途 退 部 が 出 て

員･生徒を育てていく。 最終的に を割って90%
（学年集会等を通しながら） しまった。

学習関係 ・基礎学力の向上 ・ 漢 字 テ ス ト ・ 英 ・実施計画に基づき、事前指導、事後 ・ 漢 字 テ ス ト に つ い
２ 単 語 テ ス ト の 不 合 指導を徹底する。 て は 、 平 均 し て 程3%

格 者 を 学 年 の ２ ％ 度 の 不 合 格 者 で 、 問C
学 以内にとどめる。 題 が 難 し く な る に つ

れて微増した。
年 ・ 英 単 語 テ ス ト は 、

程 度 の 生 徒 が 不 合30%
の 格 で 、 事 前 指 導 の あ

り 方 を 再 検 討 す る 必
教 要がある。

育 生活関係 ・基本的生活習慣の確立 ・ 高 校 生 ら し い 身 ・日常的に服装・頭髪に関して指導す ・ 生 徒 指 導 部 で の 注
だ し な み ・ 言 動 を る。 意 件 数 は あ っ た が 、

活 とらせる。 ・挨拶を励行させる 服装検査の指導数は、B
・５分前行動を徹底させる。 全 ク ラ ス 微 々 た る も

動 ・集会時等の静粛さ徹底 の で 意 識 の 高 さ が 伺
・提出物の期限を明確にし 守らせる えてた。、 。

・ 挨 拶 、 提 出 物 も 概
ね良好である。
・ 各 課 と 担 任 と の 連
携の充実を図る必要。

その他 ・進路希望の達成 ・ 進 路 へ の 意 識 を ・補講の内容を精選する。 ・ 県 模 試 に は 多 く の
明 確 化 さ せ 、 進 学 ・模擬試験に積極的に挑戦させる。 生徒が受験してきた。
補 講 ・ 公 務 員 補 講 ・国公立大学への進学希望者が増え意 ・ 受 験 希 望 者 へ の 計B
へ の 参 加 者 を 学 年 識付けを折に触れ行う。 画 的 受 験 指 導 法 の 確
全 体 の ％ 以 上 に ・選手、補助員とも協力体制で臨む・ 立 や 部 活 動 と の 連 携50
する。 インターンシップに向けて、企業や職 や 調 整 が 今 後 の 課 題
・ 総体の成功 種研究を行う。 である。19
・ ｲﾝﾀｰ ﾝ ｼ ｯ ﾌ ﾟを 成 功 ・ ｲﾝﾀｰ ﾝ ｼ ｯ ﾌ ﾟは ど の 生

させる。 徒 も 意 欲 的 に 取 り 組
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み、成果が上がった。
・ 部 活 動 の 入 部 率 ・ 顧 問 と の 連 絡 ･連 携 を と り 、 部 員 調 ・ 途 中 退 部 の 生 徒 も

95% 90%・部活動の活性化 を 以上にする。 査を行う。 いて、最終的には
・ の入部率にあるので、

・ 生 徒 会 活 動 に 積 極 的 に 参 ・ 各 ク ラ ス ２ 名 以 ・各クラス２名以上、生徒会役員とし 今 後 も 入 部 を 勧 め てB
加する。 上 、 生 徒 会 役 員 と て活動させる。 生きたい。

して活動させる。 ・ 生 徒 会 役 員 と 部 活
動との両立が難しく、
ｸ ﾗ ｽに よ っ て は 、 名1
の役員にとどまった。

学習関係 ・生徒全員が満足いく進路 ・ 一 人 ひ と り が 希 ・担任・生徒との面談を頻繁に実施す ・ 面 談 は 良 く 行 い 進
３ 決 定 と な る よ う に 努 力 す 望 す る 進 学 先 ・ 就 る。 路 決定。国公立100%

る。 職 先 を 早 く 決 定 さ 大 学 合 格 者 数 ２ 桁 にC
学 せ 、 そ れ ぞ れ ・ 高 度 資 格 を で き る だ け 多 く 取 得 さ 達成できた。100%

実現を目指す。 せ、国公立大学への合格者数２桁を目 ・ 資 格 取 得 に 向 け た
年 指す。 計 画 的 に 打 ち 出 す こ

とも必要。
の

生活関係 ・ 基 本 的 生 活 態 度 ・ マ ナ ー ・挨拶、言葉遣い、 ・ＨＲ担任がクラスの生徒を十分観察 ・ 生 徒 指 導 課 と の 連
教 の向上 時 間 厳 守 を 徹 底 す し、的確な指導を心がけ、校則違反や 携 が 個 人 レ ベ ル で なC

る。 マナーの悪い生徒をなくす。 く 組 織 的 体 制 が も っ
育 と必要である。

・ 学 年 間 の 連 携 が 必
活 要。

動 その他 ・ 部 活 動 の 最 後 の 仕 上 げ を ・ 高 校 総 体 で 自 己 ・担任と顧問の連携で、生徒の状態把 ・ 高 校 総 体 で は 中 心B
実りあるものにする。 ベストを出す。 握に努める。 と な っ て 盛 り 上 げ る

ことが出来た。
・ あ る 程 度 の 成 果 は
収めることが出来た。
・ 各 部 、 各 学 年 団 の
意識高揚も課題。

・ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 行 ・ 学 年 独 自 で の ボ ・定期的にクラス独自の活動を展開す ・ 学 年 独 自 の ﾎﾞﾗﾝﾃ ｨ ｱ
う。 ラ ン テ ィ ア 活 動 を る。 活 動 は 、 全 員 一 生 懸B

考える。 命取り組めた。
・ 校 内 で の 企 画 に ・校外ボランティア団体の講座や事業 ・ 校 外 清 掃 活 動 は 、
加 え て 校 外 の 機 関 を調べて、積極的に参加する。 も う 一 回 実 施 し て も
と 協 力 し て ﾎﾞﾗﾝ ﾃｨ ｱ いいのではないか。
活動の幅を拡げる。 ・ ｶﾝﾎ ﾞ ｼ ﾞ ｱ支 援 の 継 続

体制づくり。

特 定 授 業 で の ・パソコン活用授業の充実 ・ 教 職 員 全 員 が 情 ・情報機器を活用した授業を全教諭が ・ 情 報 機 器 を 利 用 し
課題 ＩＴ活用 報 機 器 を 活 用 し た 学期に１回実施する。 て の 授 業 は あ る 程 度 ｽB

授業を行う。 ﾑ ｰ ｽ ﾞ に で き る よ う に
なってきている。

学 校 の 個 性 ・特色ある教育課程の編成 ・ 平 成 年 度 に 向 ・生徒の興味・関心や進路希望に対応 生 徒 の 進 路 希 望 や 各20
化 け て 特 色 あ る 教 育 したコースを設け、教育目標や年間計 コ ー ス の 教 育 目 標 達A
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課 程 の 編 成 に 取 り 画を明確にする。 成 の た め 、 教 育 課 程
組む ・ｱﾝｹｰﾄ等を通して実態を把握する。 の編成をおこなった。

6 Teacher 6 19・地域開放講座 ・ 講座の実施を ・ 高校生 講座」に参加し、将 ・ 講 座 の 実 施 は「
目指す。 来の佐商生を目指す生徒を育成する。 総 体 で 実 現 で き な かB

っ た が 、 次 年 度 は 是
非 実 施 し た い と 考 え
ている。

・外部講師の活用 ・ 年 間 ２ ０ 時 間 実 ・生徒の多様な興味・関心に応えると ・ 学 科 コ ー ス ご と に
施する。 ともに、より高度な資格取得や発展的 講 師 を 招 き 、 年 間 延

な学習に結びつける。 べ 時 間 を 超 え 実 施20
できた。

・高大等連携 ・ 日 商 簿 記 １ 級 合 ・高度な資格を取得させ、高大連携 ・ 検 定 対 策 と し て 、
格を目指す。 の基盤をつくり、難関大学に挑戦 さ 専 門 学 校 の 講 義 等 をC

せる。 行 っ た が 、 実 績 を 上
げ る 方 策 の 検 討 が 重
要。
・ 今 後 は さ ら に 進 学
や 資 格 取 得 の た め の
動 機 付 等 が 必 要 で あ
る。

・インターンシップの推進 ・ 実 施 学 年 の ・職場での体験を通して、勤労観や職 ・ 全 体 的 に 、 進 路 意100% B
の参加率実現 業観を培うとともに、将来の進路を考 識 の 向 上 に つ な が る

えるきっかけとする。 活 動 は で き た が 、 事
後 の 進 路 に 向 け た 指
導 の 充 実 を 図 る こ と
が重要である。

・学校祭（文化祭の充実） ・ 新 し い 企 画 運 営 ・佐賀市商店街での文化祭を見直し、 ・ 体 育 祭 ・ 文 化 祭 、
を 行 い 、 保 護 者 や 新企画を立案し、地域参加型文化祭 同 時 開 催 も 生 徒 の 協
地 域 住 民 の 参 加 を を実施することで、学校の活性化につ 力 で 、 短 期 間 の 準 備
図る。 なげるものとする。 で は あ っ た が 素 晴 ら

しいものができた。
・ 次 年 度 は 同 時 開 催B
の 内 容 を よ り 充 実 し
て い く た め の 検 討 を
重 ね 、 発 展 的 学 校 行
事 と し て 取 り 組 む こ
とが課題である。

・起業家教育の推進 ・ 起 業 家 教 育 を 定 ・学校独自のテキストを作成する。 ・ 商 品 開 発 を さ ら にA
着する。 ・企業を興すまでの一連の流れを体験 進 め 、 起 業 家 教 育 の

する事で、将来の起業家を目指す生徒 充 実 ・ 発 展 的 内 容 に
を育成する。 取 り 組 ん で い く こ と
・知的財産教育の充実を図る。 が大切である。


